









































































































































































































































































































































































話者A氏の 86回のターンのうち、第 1の発話の 67.4% (58回)は+
レベルとなっている(表2)。その後話者A氏がターンを維持し、+レベ
ルが保たれた場合のもの計32発話を含めると、発話全体の+レベルのも









表l 全発話のスピーチレベル 表2第l発話のスピー チレベル
スピーチ 発話数(%)レベル
スピーチ 発話数(%)レベル
+ 143 ( 37.6) + 58 ( 67.4) 
111 ( 29.2) 11 ( 12.8) 
126 ( 33.2) ? 17 ( 19.8) 
計 380 (100.0) 計 86 (100.0) 




+ 61 ( 53.0) +→+ 31 
9 ( 7.8) ?→+ 23 
? 45 ( 39.1) →+ 2 
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